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報告事項① 

令和４年度 多職種研修事業 実績報告 

目的 

高齢者を支える医療職及び介護職が互いの制度や知識を理解するとともに、

それぞれの課題について共通認識を深め、医療と介護が連携したサービス提

供がスムーズに行える 

対象者 

立川市に所在する事業所等に所属する医療介護関係職種等 

（医師、歯科医師、薬剤師、介護支援専門員、ヘルパー、地域包括支援センタ

ー、行政等） 

１回目開催 

内容 

（委託先： 

立川市医師

会） 

立川市医師会医療安全対策講演会・立川市多職種研修後援会合同開催 

「防犯対策とクレーム対応について」 

① 「防犯対策について」 

講師：立川警察生活安全課防犯警部補 関貴幸 氏 

② 「クレーム対応、カスタマーハラスメントについて」 

講師：立川警察生活安全課巡査部長 宮川誉史 氏 

 

開催方法：Zoom ウェビナーによるオンライン配信 

開催日：令和５年３月６日（月） 19 時 00 分から 20 時 30 分まで 

出席者：92 人 

 

アンケー

ト結果 

 

■職種 

医師 8人、介護支援専門員 5人、看護師 7人、介護職 2人、薬剤師 4人 

地域包括支援センター職員 3人、施設職員 1人、歯科医師１人、 

医療事務１人、保育士１人、事務職１人、行政職員 1 人 

■満足度 

満足 11 人、やや満足 15 人、やや不満 7人、不満 2人 

■今後の仕事に役立つか 

役立つ 12 人、やや役立つ 18 人、やや役に立たない 4人、役に立たない 1人 

■防犯について気を付けていること 

・戸締り 現金を置かない・防犯ブザーを持つ・防犯カメラ 

・防犯アプリ・セキュリティーに通報するシステムの導入  等 

■クレーム対応について気を付けていること 

・記録を残す・複数で対応する・相手の話をしっかり聞く 

・丁寧な対応・他のスタッフ間で情報を共有する     等 
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■感想、意見 

・警察の方から基本的な考え方を聞けて、今後に役に立つと思う。 

・自分たちを守るために普段から備えておかなければならないのだと勉強に

なった。 等 

■今後取り上げて欲しいテーマ 

・高齢者介護について 

・ケアプランの多職種連携について 

・精神疾患を抱える方へのかかわり方    等 

 

２回目開催 

内容 

（委託先： 

立川市医師

会） 

 

「講演会・グループワーク研修会」 

① 各講師による「私の立場から考える ACP」の発表 

病院内科医が考えるＡＣＰ 災害医療センター 上村光弘氏  

病院外科医が考えるＡＣＰ 立川病院 秋山芳伸氏   

退院調整看護師が考えるＡＣＰ 災害医療センター 沼里綾乃氏  

ＭＳＷが考えるＡＣＰ 災害医療センター 二宮陽子氏   

開業医が考えるＡＣＰ 石井医院 石井良幸氏    

在宅医が考えるＡＣＰ ふれあい相互病院 藤井幹雄氏   

訪問看護師が考えるＡＣＰ 立川在宅ケアクリニック 中野良江氏 

訪問看護師が考えるＡＣＰ あっと訪問看護ステーション 中嶋昌子氏 

ケアマネが考えるＡＣＰ 老援団幸町居宅介護支援事業所 峰岸康一氏

施設で考えるＡＣＰ 高齢事業本部至誠ホーム 旭博之氏   

② グループワーク 

「ＡＣＰを市民にどのように啓発していくか、自身が考える職種の立

場としてのＡＣＰとともに」 

 

開催日：令和５年３月１８日（土） 1３時３０分から１６時３０分まで 

場所：立川市役所 302 会議室 

出席者：63 人 

 

アンケー

ト結果 

 

■職種 

介護支援専門員 14 人、事務 1人、看護師 13 人、理学療法士 1 人 

薬剤師 11 人、研究職 1 人、医師 4人 、保健師 1人、歯科医師 2人 

施設職員 1人、社会福祉士 2人、経営 1 人、生活相談員 1人 

ソーシャルワーカー1人、歯科衛生士 1人、無回答 3 人 
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■満足度 

・各講師による「私の立場から考える ACP」の発表について 

とても良かった４２人、良かった１６人、あまり良くなかった０人、良くなか

った０人 

・グループワークについて 

とても良かった３２人、良かった２５人、あまり良くなかった１人、良くなか

った０人 

■感想、意見 

・たくさんの方の意見が聞けて良かった。 

・ACP について深く考えるきっかけになり、また求められていることについて

理解を得ることができた。 

・医療介護の連携のため定期的にやってほしい。   等 

■今後取り上げて欲しいテーマ 

・退院時在宅以降に対しての連携強化 

・介護予防 

・ACP 研修の内容で繰り返しの開催         等 

実績報告 

■市民啓発シンポジウム 

開催日 テーマ 参加者 

2 月 4 日(土) 映画「いのちの停車場」上映及び在宅医療

講演座談会 

151 人 

 

 

 

 

  



4 

 

報告事項② 

立川市出張暮らしの保健室 実績報告 

事業 

目的 

事前予約不要・匿名で気軽に相談できる機会を市民に提供し、個別健康相

談の習慣づけ、疾病予防の啓発を目指す 

内容 

令和４年度実施状況と相談のべ件数： 

■実施した期日・会場(１２か所１２回） 

第１回 令和 4年 7月 8日 にんじんかふぇ（曙町） 

第２回 令和 4年 8月 1日 協力長寿会（高松町） 

第３回 令和 4年 11 月 5 日 
多摩川団地お茶のみサロン 

（富士見町） 

第４回 令和 4年 12 月 21 日 富士見拠点（柴崎町） 

第５回 令和 4年 10 月 30 日 
わかば町団地自治会バザー 

（若葉町） 

第６回 令和 4年 12 月 5 日 豊生会定例会（栄町） 

第７回 令和 5年 1月 20 日 ケアハウススオミ（錦町） 

第８回 令和 4年 12 月 2 日 アートアベニュー立川（曙町） 

第９回 令和 5年 1月 16 日 暮らしの保健室 inSanki（幸町） 

第 10 回 令和 5年 1月 20 日 シングルの会（若葉町） 

第 11 回 令和 5年 3月 4日 
多摩川団地お茶のみサロン 

（富士見町） 

第 12 回 令和 5年 3月 23 日 老人会けやき会（若葉町） 

 

■年間来館者人数等 

来館者数延べ 148 人 相談件数延べ 53 件 看護師延べ 23 人 

薬剤師延べ 12 人 

 

■令和 5年度実施済み 

第１回４月１９日第３地区、第２回５月１３日第１地区 

 

委託先：立川市訪問看護連絡会 
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報告事項③  

認知症初期集中支援チーム事業・アウトリーチチーム事業 事業報告と新年度状況  

役割 

【国のガイドライン】  

認知症が疑われるが適切なサービスや医療に繋がっていない方を対象に、 認

知症サポート医を含めた専門職による支援者がチームとなり、ご本人宅等に

伺い適切なサービスに繋げていく  

令和 5年

度 

初期集中

支援チー

ム構成 

 

【北エリア】    

認知症サポート医 鈴木・大高・小林（敬称略） 

地域包括支援センター わかば・さいわい・かみすな 

認知症地域支援推進員 水村、國重 

 

【南エリア】 

認知症サポート医 上杉・塩安・服部・石井（敬称略） 

地域包括支援センター ふじみ・はごろも・たかまつ 

認知症地域支援推進員 兵藤、國重 

 

※初期集中支援チームは、北エリア・南エリアの２チームとなる。國重認知

症地域支援推進員は、わかば地域包括支援センター及びたかまつ地域包括支

援センターのケースが出た場合に、各会議へ参加となる。 

 

令和4年度 

実績 

 

令和 5年

度予定 

 

【北エリア】  

認知症相談 

懇談会 

件数 

初期集中支援 

チーム員会議 

取り扱い件数 

認知症 

アウトリー

チ 
新規件数 前月から継続件数 

11 18 0 1 1 

 

【南エリア】    

認知症相談 

懇談会 

件数 

初期集中支援 

チーム員会議 

取り扱い件数 

認知症 

アウトリー

チ 
新規件数 前月から継続件数 

51 41 2 0 0 
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初期集中支援チーム 

＊懇談会ケース：南エリア 2件（平成 31 年度より、事前提出書類不要で現場

レベルが気軽に支援方針について話し合いができる“懇談会”を開催）。 

＊３月１４日に初期集中支援チーム事業合同会議を開催した。（平成３１年

度より新型コロナウイルス感染症の影響で開催中止となっていた）今年度

の振り返り、来年度へ向けて共通理解を図った。 

＊令和 5 年度以降も、各エリアケースがあり次第月 1 回チーム員会議を開催

予定。また、３月に合同会議を実施予定。 

 

認知症アウトリーチ 

＊令和 5年度以降も、支援依頼に応じてアウトリーチチーム (医師・看護師・

精神保健福祉士・相談員・臨床心理士等）が対応し、地域包括担当者、高齢

福祉課職員等も協力のうえ、ケース会議や訪問等を行う。 
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報告事項④ 

広報たちかわ 令和５（2023）年４月 25 日号について 

特集号 介護保険のお知らせ（介護保険課との合併特集号） 

内容 

 

 

■その他の主な掲載内容 

・地域包括支援センター、福祉相談センターの紹介 

・介護保険サービス、介護予防・生活支援サービス事業サービス利用のな

がれ 

・利用者負担額、利用料減額制度 

・介護保険料について 

・保険料の納め方 

・保険料を滞納した場合 

・高齢者福祉サービス 

・介護予防・生活支援サービス事業 

・介護保険で利用できるサービスと費用のめやす 

 

今年度後

半の予定 

次回の広報たちかわ 在宅医療・介護連携の特集の掲載を含む高齢者向

けサービスの紹介は、令和５年 10 月 10 日号を予定しております。 

令和５年度の後半に実施する予定のイベント、医療や介護に関する講座

や在宅医療介護連携窓口に関すること、認知症に関することなどを掲載す

る予定です。 

 

           問合せ・宛先：立川市在宅医療・介護連携事務局 

             立川市高齢福祉課介護予防推進係 

                            丸山・上薗 

電話）042-523-2111 内線 1472 

                                  ＦＡＸ）042-522-2481 

             E-mail）kourei-t@city.tachikawa.lg.jp 

                    

 

★それ！健康につながっているよ！ 

・立川スタイルのゼロ次予防 

・日常生活でゼロ次予防になっていること 

 

注目記事 

mailto:kourei-t@city.tachikawa.lg.jp
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報告事項⑤ 

北多摩西部保健医療圏域内医療機関連携窓口情報について 

内容 

立川市高齢者福祉介護計画における基本目標「住み慣れた地域で最期まで

暮らせるまち」を目差し、医療関係者と介護関係者間での情報共有を進める

ため、情報共有ツールとして北多摩西部保健医療圏域内医療機関連携窓口情

報の更新を行っている。 

この度、北多摩西部保健医療圏域内医療機関連携窓口情報 2023 年 4 月版

が完成したため報告する。  (別紙 資料１) 

 

報告事項⑥ 

新型コロナウイルス感染症について 

内容 

令和５年５月８日（月）より感染症法における「新型コロナウイルス感染症」

の位置付けが２類相当から５類へ移行されたことに伴い、移行後の対応につ

いて情報共有のため報告する。 

 

■基本的対策について (別紙 資料２) 

政府方針ではマスクの着用や手洗い等の基本的感染対策について、奨励は

しつつ個人の判断を尊重することとされた。 

一方、介護保険施設等の重症化リスクが高い高齢者が利用する施設では、

対応について配慮を要するため、政府方針を基本としつつも基本的対策の継

続を推奨する。 

 

■介護保険施設、高齢者住宅等について (別紙 資料３・資料４) 

 基本的対策を行ったうえでも、利用者、職員間での感染リスクは残存する

ため、感染者が発生した際の対応は、別紙の取扱いを参照する。 

 

■ワクチン接種について (別紙 資料５) 

 ５月８日（月）から令和５年度春季開始接種を実施。 

65 歳以上の高齢者と基礎疾患を有する者が対象。 

市内実施医療機関は随時更新しますので市ホームページを参照ください。 

 令和５年度について、特例臨時接種が延長され自己負担なし。 

 問い合わせはコールセンターへ 
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■市民の相談窓口について (別紙 資料６) 

 ５類感染症への移行後において、一般相談や医療機関の案内、自宅療養者

からの健康相談に対応 

 

ア 一般相談 

  新型コロナウイルス感染症に対して不安を抱える方からの相談に対応 

イ 医療機関の案内 

  発熱等の症状があり、かかりつけ医のいない方に医療機関を案内 

ウ 自宅療養者からの健康相談 

  自宅療養している新型コロナウイルス陽性者からの体調に関する 

  相談等に対応 

 

 対応時間：24 時間、土日祝日を含む毎日 

 

東京都新型コロナ相談センター 

 電話：０４２（６７０）４４０ 
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報告事項⑦ 

「立川市高齢者福祉介護計画」策定について 

内容 

■事前調査（アンケート） （別紙 資料７） 

① 介護予防・日常生活圏域ニーズ調査 

配布数 3,000 件 有効回答数 1,790 件 有効回答率 59.7% 

② 在宅介護実態調査 

  配布数 1,500 件 有効回答数   627 件 有効回答率 41.9% 

③ 介護保険事業所向けアンケート調査 

  配布数   300 件 有効回答数   251 件 有効回答率 83.7% 

 

■策定スケジュール （別紙 資料 10） 

日程  

令和５年５月 19 日 第１回在宅医療介護連携推進協議会 

～７月下旬 施策の方向性・取組内容の検討 

    ８月４日 第２回在宅医療介護連携推進協議会 

～９月下旬 計画の素案作成 

    11 月 24 日 第３回在宅医療介護連携推進協議会 

～11 月下旬 計画の原案作成 

    ２月９日 第４回在宅医療介護連携推進協議会 

    ３月５日 議会報告 
 

 


